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臨時休業が続く中で… 

学校長  立田 順一 

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、３月３日（火）に始まった臨時休業は、今月 31 日（日）

まで延長となっています。この休業期間中、お子さんの健康管理や家庭学習などに関して、各ご家庭に

多大なご協力をいただいていることに感謝しますとともに、学校としての取組や連絡が十分とは言えな

かったことをお詫びいたします。保護者の方からいただいたご意見などを参考にさせていただき、改善

を図っているところです。お気づきのことなどがありましたら、ぜひご連絡ください。そうした中でも、

保護者の方や地域の皆さまからは、学校に対する多くの激励の言葉やお心遣いをいただき、職員にとっ

て大きな励みとなっております。この場をお借りして、厚く御礼を申し上げます。 

6 月 1 日（月）以降に学校が再開した場合も、すぐにこれまで通りの学校生活を取り戻すのは難しいこ

とが予想されます。今後の学習の進め方、年間のスケジュール、学校行事の在り方などについても、例

年とは異なることが多くなると思われます。子どもたちの健康・安全・安心を守りつつ、学校生活の充

実に向けて、最善を尽くしていきたいと考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 
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着任のお知らせ 

《理科支援員》 関口 満雄  ※理科の授業の充実に向けて、担任や児童への支援を行います。 

 

セクシャル・ハラスメントの相談窓口 

 セクシャル・ハラスメント行為の防止のため、児童、保護者、教職員に対する校内相談窓口を設

置しています。 

《児童向けの相談窓口》 養護教諭：嶋﨑 文子  児童支援専任教諭：福田 善行 

《保護者・教職員の窓口》 副 校 長：菅原 和子 

 また、市教育総合相談センターの「一般教育相談」についても、相談窓口として利用できます。 

電話（６７１）３７２６ 

 

入学式  ～ようこそ、緑園西小学校へ～ 

４月６日（月）、令和２年度の入学式を行い、４７名の新入生が緑園西小学校の仲間になりました。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、入学式への参加は児童１名について保護者の方１名とさせ

ていただきましたが、式の終了後には、参加できなかった保護者の方、ご家族の方も交えて写真撮

影をする光景が見られました。 

学校の再開後には、早く緑園西小学校での生活に慣れ、学校生活を通して成長をしていってほし

いと願っています。２年生から６年生の子どもたちも、１年生との出会いを楽しみにしています。 

 

 

着任式・始業式 ～令和２年度のスタート～ 

４月７日（火）の朝、校庭で子どもたちへ新しいクラスの名簿を渡した後、学年・クラスごとに

並んだ子どもたちを前に、着任した職員の紹介、担任などの発表を行いました。その後、新しい教

室へ移動し、テレビ放送で始業式を行った後、各クラスで３時間目まで活動をしました。学校が再

開し、新しいクラスの仲間と毎日過ごすことができる日まで、もう少し待ってください。 

 


